
委員会などの開催状況

総
務
委
員
会

より適切な情報伝達のため、防災行政無線を更新

５
月
27
日

所
管
事
務
調
査

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
基
本
設
計

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
の
進
捗
状
況

　主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
戸
別
受
信
機
の
設
置
に
つ
い

て
、今
後
の
方
向
性
は
。

　
全
て
無
償
配
布
で
は
な
く
、

負
担
額
を
検
討
し
方
針
を
決
定

す
る
。

　
発
災
時
の
携
帯
電
話
通
信
網

の
混
乱
が
影
響
す
る
リ
ス
ク
は
。

　
携
帯
電
話
の
通
信
規
制
を
受

け
に
く
い
閉
域
網
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
す
る
た
め
、概
ね
回

避
で
き
る
。

　
実
施
設
計
の
時
期
は
。

　
業
務
期
間
は
令
和
元
年
５
月

17
日
か
ら
11
月
29
日
ま
で
。

　
防
止
セ
ン
タ
ー
が
防
災
教
育

の
場
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の

整
備
は
。

　
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
等
に
よ
り
、啓
発
展

示
な
ど
の
充
実
を
図
る
。講
座

を
研
修
室
で
実
施
す
る
ほ
か
、

小
中
学
生
の
施
設
見
学
に
対
応

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
検
討

す
る
。

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

福
祉
委
員
会

生涯にわたる健康で質の高い生活の確保を目指します

６
月
17
日

所
管
事
務
調
査

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例

（
案
）の
基
本
的
な
考
え
方

　主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
子
ど
も
の
虫
歯
保
有
率
が

県
内
ワ
ー
ス
ト
５
の
要
因
は
。

　
主
に
保
育
園
や
小
学
校
な
ど

に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
の
実

施
率
の
伸
び
悩
み
が
考
え
ら
れ

る
。

　
生
涯
に
わ
た
る
効
果
的
な
施

策
の
考
え
方
は
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、生

涯
に
わ
た
り
、歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
と
の
か

か
わ
り
の
認
識
は
。

　
保
健
、医
療
、福
祉
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
支
え
が
必
要

と
理
解
し
て
い
る
。

　
フ
ッ
化
物
洗
口
実
施
校
を
増

や
し
て
い
く
場
合
の
負
担
は
。

　
市
の
予
算
で
実
施
す
る
。

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

産
業
建
設
委
員
会

防災意識を高めるために大規模盛土造成地を公表

６
月
18
日

所
管
事
務
調
査

大
規
模
盛
土
造
成
地
変
動
予
測
調
査
の

結
果

　主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
調
査
結
果
公
表
後
の
市
の
対

応
は
。

　
調
査
結
果
を
も
っ
て
直
ち
に

危
険
と
い
う
こ
と
を
公
表
す
る

も
の
で
は
な
く
、住
民
説
明
会

等
を
行
う
考
え
は
な
い
。問
い

合
わ
せ
等
に
は
丁
寧
に
説
明
を

行
う
。

　
今
後
の
調
査
継
続
の
考
え
は
。

　
ま
ず
は
調
査
結
果
を
公
表
し
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

他
市
と
情
報
共
有
し
検
討
す
る
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
と

マ
ッ
プ
公
表
箇
所
の
関
連
は
。

　
調
査
は
独
自
の
も
の
で
、関

連
は
な
い
。

　
マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
た
地
域

か
ら
、土
砂
災
害
防
止
等
の
要

望
が
出
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
含

ま
れ
て
い
る
場
合
は
、関
係
部

署
と
情
報
共
有
を
行
い
、県
へ

伝
え
る
。

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】
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その他に開催された委員会

新議員研修会

陳　　情

５月27日　産業建設委員会　
　　　　　　令和元年度都市整備部の所管施設に係る指定管理者の指定方針について
５月28日　市民文教委員会
　　　　　　令和元年度教育委員会の所管施設に係る指定管理者の指定方針について

最低賃金の引上げ、全国一律最低賃金制の確立を求める意見書の提出を求める
陳情
公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の制定を求める意
見書の提出を求める陳情
すべての労働者に、安定した雇用と１日８時間の労働で暮らせる人間らしい働き
方を求める意見書の提出を求める陳情
住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求める意見書の提出
を求める陳情
地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情
沖縄県民の民意を真摯に受け止め、地方自治を尊重し、辺野古の新基地など米軍
基地建設の中止を求める意見書の提出を求める陳情
保育士の人材定着・確保のため、職員配置基準と公定価格を抜本的に改善し、大
幅増員と賃金の引き上げを求める意見書の提出を求める陳情
消費税率10％への引き上げの中止を求める意見書の提出を求める陳情
　　　　　　　　　　　春の自治体キャラバン実行委員会　代表　榑松　佐一
すべての子どもたちによりよい幼児教育・保育の無償化の実現を求める意見書の
提出を求める陳情
　　　　　　日本自治体労働組合総連合愛知県本部　執行委員長　長坂　圭造
　　　　　　　全国福祉保育労働組合東海地方本部　執行委員長　薄　美穂子
陳情第１号から陳情第９号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

　５月22日～24日、６月21日の４日間で新人議員を対
象に研修会を開催しました。
　研修会では、議会の組織、議会運営、市の指針や地域
課題、市の組織・業務についての講義や、豊川市民病院、
豊川海軍工廠平和公園など、市内の主な公共施設の見
学を行いました。

陳情第１号

陳情第2号

陳情第3号

陳情第4号

陳情第5号
陳情第6号

陳情第7号

陳情第8号

陳情第9号
　

結　　果

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより「聞きおく」としています。
※　「聞きおく」とされた陳情は、全議員にその写しを配付し、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断した
　　場合は、定例会の中日の前日までに意見を備え議長に申し出ることになっています。
　　今期定例会において、申し出はありませんでした。

６月21日（金）豊川市民病院にて
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